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今号の主な内容
１面 ●人権週間とは
 ●人権擁護委員の活動
2 面 ●女性の視点で防災・
 　災害復興に取り組む
3 面 ●防災分野で活躍！
 　葛飾の女性
4 面 ●インタビュー「東京で
 　ひとりの女性消防署長」
 ●あなたはどう思いま
 　すか？（同和問題）

　「人間らしく生きたい」「明るく幸せに暮らしたい」…私たち誰もが願っていることでしょう。「人権」
は、そんな願いをかなえるために欠かすことのできない、人間にとって基本的な権利です。
　１２月４日から１０日は人権週間です。この機会に改めて私たち一人ひとりが人権について考え、お互
いの人権が尊重された明るい地域社会を実現するために行動していきましょう。

１２月４日から１０日は人権週間です。

～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～
みんなで築こう人権の世紀みんなで築こう人権の世紀

葛飾区の取組み 一例を紹介します。

　「人権ってなんだろう？」「互いを理解し、人権を守ろう」…
　子ども、高齢者、障害者や同和問題など、私たちの日常生活に存在
するさまざまな人権問題について、区民の皆さんと一緒に考える講座や
講演会を開催しています。

●講座・講演会の開催

葛飾地区人権擁護委員会
大竹由紀子 代表

人権擁護委員をご存知ですか？
　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱され、皆さんの人権が侵害されないように見守り、もし、人権侵害があった場合は
その相談相手となります。また、人権意識の普及啓発にも努めています。

★★★人権擁護委員って何をしているの？★★★
●駅周辺などでの啓発活動
　人権意識の普及のため、駅周辺やイベント会場で啓発活動を行っています。

●区内小中学校と連携した啓発活動
　毎年区内の小中学校のご協力を得て、「人権の花運動」「全国中学生人権作文コン
テスト」「子どもたちの人権メッセージ発表会」といった事業を行い、将来を担う子ども
たちが優しさや思いやりのある大人へと成長できるよう、啓発活動を行っています。
　今年度は、柴又小学校、木根川小学校、東金町小学校の皆さんが人権の花（サルビ
アとマリーゴールド）を咲かせ、柴又小学校の児童が人権メッセージを発表しました。
　また、高砂中学校、東金町中学校の生徒662人が人権作文コンテストに参加しま
した。

区
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
守
る
た
め
に
　

　
葛
飾
区
で
は
現
在
、１４
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
の
生
活
の
中
で
、「
差
別
を
受
け
た
」「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」な
ど
、人
権
に

関
す
る
悩
み
が
あ
る
方
の
相
談
に
の
っ
た
り
、区
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、街
頭
で
の
啓
発
活
動
や
人
権
講
演
会
の
開
催
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、皆
さ
ん
が

幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
実
現
す
る

こ
と
、そ
れ
が
私
た
ち
人
権
擁
護
委
員
の
願
い
で
す
。

　
人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
毎
月
第
１
火
曜
日

１０
時
か
ら
１５
時
の
間
に
、区
役
所
２
階
区
民
相
談

室
で
人
権
擁
護
委
員
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

きれいに咲いた人権の花
（マリーゴールド）

人権を考える講演会は、年1回
開催しています。
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東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
２
年
半
が
過

ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り

が
復
興
を
実
感
で
き
る
ま
で
に
は
、
ま
だ
多

く
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
団
体（
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台
）

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

生
活
す
べ
て
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

特
に
防
災
・
災
害
復
興
に
つ
い
て
は
重
要
な

テ
ー
マ
と
と
ら
え
、
平
成
20
年
、
仙
台
市
内

の
１
１
０
０
人
の
女
性
た
ち
を
対
象
に「
災

害
時
に
お
け
る
女
性
の
ニ
ー
ズ
調
査
」を
実

施
し
、「
女
性
の
視
点
か
ら
み
る
防
災
・
災
害

復
興
対
策
に
関
す
る
提
言
」を
ま
と
め
て
提

言
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
見
え
た
も
の

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
は
、
避
難
所
や
仮

設
住
宅
に
お
い
て
被
災
女
性
へ
の
支
援
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
女
性
た
ち
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
数
多
く
直
面
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間

が
な
い
た
め
、
ト
イ
レ
や
布
団
の
中
で
着
替

え
を
す
る
女
性
た
ち
」「
授
乳
が
で
き
ず
、
ス

ト
レ
ス
で
母
乳
が
出
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

母
親
」「
介
護
施
設
や
保
育
所
の
被
災
に
伴
い
、

子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
連
れ
て
避
難
し
て
く

る
女
性
た
ち
は
、
家
族
の
ケ
ア
の
た
め
に
仕

事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
」「
避
難
所
の
被

災
者
数
百
人
の
３
食
を
調
理
す
る
被
災
女
性

た
ち
は
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
調
理
室
か

ら
解
放
さ
れ
な
い
」等
々
。
ま
さ
に
震
災
を

機
に
、
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
上
で
障
害

と
な
っ
て
い
た
性
別
役
割
分
業
意
識
が
顕
著

に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
の
日
の
気
づ
き
、

地
域
・
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に

　

平
成
23
年
9
月
、
被
災
時
・
復
興
時
の
女

性
を
め
ぐ
る
課
題
解
決
に
向
け
て
、
宮
城
県

内
３
０
０
０
人
の
女
性
を
対
象
に「
東
日
本

大
震
災
に
伴
う「
震
災
と
女
性
」に
関
す
る

調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。
１
５
１
２
人
か

ら
の
回
答
の
結
果
、
女
性
た
ち
が
体
験
し
た

多
く
の
困
難
が
洗
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
女
性
た
ち
は
困
難
の
中
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
支
援
者
で
あ
っ
た
こ

と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
85
％
の
女
性

た
ち
が
、
復
興
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
女

性
が
参
画
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
回
答
し
、

計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
に
つ
い
て
も
、

選
択
肢
の「
女
性
の
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
や

災
害
復
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
育
成
し
、
地
域

に
住
む
人
々
の
支
援
体
制
を
実
効
性
の
あ
る

も
の
に
す
る
」が
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま

す
。（
図
「
復
興
計
画
に
女
性
の
視
点
を
反

映
す
る
た
め
に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
」参
照
）

　

あ
の
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
地
域
に

男
性
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
女
性
た
ち
で

し
た
。
女
性
た
ち
自
身
が
自
ら
地
域
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
た
瞬
間
で
し

た
。
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
再
度「
男
女

共
同
参
画
の
視
点
か
ら
み
る
防
災
・
災
害
復

興
対
策
に
関
す
る
提
言
」を
ま
と
め
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
み
る

防
災・災
害
復
興
対
策
に
関
す
る
提
言

1
意
思
決
定
の
場
に
お
け
る
女
性
の
参

画
の
推
進

2
女
性
の
視
点
を
反
映
さ
せ
た
避
難
所

運
営

3
多
様
な
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援

4
労
働
分
野
に
お
け
る
防
災
・
災
害
復
興

対
策

5
災
害
時
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
防
止
の
た
め
の

取
り
組
み
の
推
進

6
防
災・災
害
復
興
に
関
す
る
教
育
の
推
進

地
域
で
く
ら
す
女
性
の
力
、

視
点
を
活
用
し
よ
う

　

今
年
５
月
か
ら
仙
台
市
内
の
女
性
た
ち
を

対
象
に「
女
性
の
た
め
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
」を
開
講
し
ま
し
た
。
30
人
の
定
員

に
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
の
応
募
が

あ
り
、
女
性
た
ち
の
防
災
に
対
す
る
強
い
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
５
回
の
連
続
講

座
終
了
後
、
受
講
生
た
ち
は
、
自
分
の
地
域

で
地
域
性
に
沿
っ
た
防
災
の
取
り
組
み
を
地

域
住
民
と
一
緒
に
企
画
運
営
し
、
私
た
ち
の

団
体
は
、
そ
の
後
方
支
援
に
あ
た
っ
て
い
き

ま
す
。
早
速
８
月
に
、
被
災
の
大
き
か
っ
た

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
地
区
で「
い
わ
き
り
・

わ
た
し
た
ち
の
防
災
講
座
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。
夏
休
み
の
時
期
、
中
高
生
が
企
画
の
段

階
か
ら
参
加
し
た
こ
と
は
、
若
者
た
ち
の
防

災
意
識
を
高
め
る
上
で
も
、
お
お
い
に
有
効

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
た
ち
は
弱
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

域
を
よ
く
知
り
、
生
活
者
の
視
点
で
地
域
を

支
え
る
力
な
の
で
す
。
そ
の
女
性
た
ち
が
、

マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
だ
け
で
な
く
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
力
を
発
揮
で
き
る
仕
組
み
と
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
す
。
養
成
講
座
は
今
後
も
継

続
し
、
人
材
の
蓄
積
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

受
講
生
の
中
か
ら
立
ち
上
が
っ
た「
せ
ん
だ

い
女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」。

地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
、
女
性
た
ち
の

今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
視
点
で
防
災
・
災
害
復
興
に
取
り
組
む

特
定
非
営
利
活
動
法
人
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台　

代
表
理
事

宗
片
惠
美
子
さ
ん
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在宅の被災者や障がいのある人にも正確な
情報や物資の支給を行う

避難所や仮設住宅の運営に女性の参画が必要
であることをマニュアル化する

女性の視点に配慮した避難所運営マニュアル
をつくる

女性の地域防災リーダーや災害復興アドバイ
ザーを育成し、地域に住む人々の支援体制を
実効性のあるものにする

障がいのある人、妊産婦、病人、子どもなどの
ニーズをふまえたきめ細やかなサポート体制
を整備する

特
定
非
営
利
活
動
法
人
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台
：「
東
日
本
大

震
災
に
伴
う「
震
災
と
女
性
」に
関
す
る
調
査
」（
平
成
23
・
９
）

よ
り
抜
粋

図「復興計画に女性の視点を反映するために盛り込むべき内容」

宗片惠美子（むなかた えみこ）さん
特定非営利活動法人イコールネット仙台代表理事

　「イコールネット仙台」は男女共同参画
社会の実現に向け幅広く活動する団体。
仙台市男女共同参画推進センター／エ
ル・パーク仙台の市民活動スペースの受
託団体として市民活動の支援を担当。
　東日本大震災後は、避難所の女性の洗
濯を代行する「せんたくネット」や仮設住
宅における「語り合いサロン」など、女性
のニーズに沿った支援活動を行う。
　平成25年2月『聞き取り集 40人の女
性たちが語る東日本大震災』を発行。平
成23年6月、内閣府より男女共同参画に
関する「女性のチャレンジ賞」を受賞。
　仙台市防災会議委員、内閣府男女共同
参画会議議員。

首
都
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
葛
飾
区
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
で
い
ち
早
く「
災
害
時
に
お
け
る
女
性
の
ニ
ー
ズ
調
査
」を
実
施
す
る
な
ど
防
災
・
災
害
復
興
対
策
に

関
す
る
提
言
活
動
を
行
い
、
東
日
本
大
震
災
後
も
女
性
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
実
現
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

に
奔
走
し
て
き
た
宗
片
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こんにちは人権 平成25年（2013年）11月25日　第6号（2）



防災分野で活躍！

地域を守る、
大切な人を守るために

鈴 木　進さん
（東金町五丁目大下町会会長）

　防災＝男性のイメージが強いのですが、
時間帯によっては地域の男性が不在にな
る時間もあります。また、地域で防災活動
を行う男性メンバーには、消防団や市民消
火隊等で活動する方も含まれています。
「地域は地域で守る」の意識をもち、主体
的に活動を行う女性の力が必要です。
　WRT大下には消火活動の他、要援護
者の安否確認と避難誘導、応急救護の支
援活動を期待しており、重点的に訓練も行
っています。また、現時点で、町会の63世
帯から災害時の安否確認の支援を求めら
れています。
　WRT大下の活動を通じて、地域の防災
は男性が担うものというイメージを変えて
いきたいと考えています。WRT大下は、
組織上は町会防災部の管理下にあるもの
の、実際の活動は女性メンバーの自主性に
任せて、男性は活動の支援にまわってい
ます。
　女性にも「我が町は我が手で守る・助け
合う」という防災の“担い手”としての意識
をもってもらい、いずれは葛飾区全域にこう
した女性組織の活動の輪が広がって欲しい
です。

防災＝男性のイメージを
変えていきたい
「我が町は我が手で守る・助け合う」
WRT大下の創設、活動を支援

イコール

一人ひとりの力を活かして防災力アップ！【全2回】防災講座の
お知らせ

　「もしも自分がくらすまちが被災したらどうする？」
地域社会における防災のあり方やさまざまな
立場の方に配慮したきめ細かな防災について学び、
それぞれの地域で活かしていきましょう。
日 時：平成26年3月9日、16日
　　　 いずれも日曜日の午前10時から正午
場 所：葛飾区男女平等推進センター
講 師：浅野幸子さん
　　　（早稲田大学「地域社会と危機管理研究所」招聘研究員）
※詳しくは、平成26年2月5日号の「広報かつしか」で
　お知らせします。

　
結
成
は
平
成
24
年
8
月
。東
日
本
大
震
災

後
、一
人
ひ
と
り
が「
何
か
で
き
な
い
か
」と

思
っ
て
い
た
時
に
町
会
長
に
声
掛
け
い
た
だ

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。平
日
の
昼
間
な

ど
は
女
性
だ
け
が
家
に
い
る
こ
と
も
多
い
た

め
、女
性
だ
け
で
も
発
災
時
の
初
期
対
応
な

ど
が
行
え
る
体
制
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
と
い

う
提
案
で
し
た
。地
域
に
呼
び
か
け
た
と
こ

ろ
、働
い
て
い
る
人
や
子
育
て
が
ひ
と
段
落

し
た
人
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
女
性
の

賛
同
を
得
て
Ｗ
Ｒ
Ｔ
大
下
が
で
き
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
Ｄ
級
ポ
ン
プ
や
消
火
器
に
よ

る
消
火
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練
、
消
火
器
等

の
点
検
作
業
で
す
が
、
防
火
・
防
災
知
識

の
普
及
の
た
め
に
町
会
や
金
町
消
防
団
等
の

イ
ベ
ン
ト
で
消
火
活
動
な
ど
の
実
演
も
行
っ

て
い
ま
す
。消
火
器
機
の
操
作
や
応
急
救
護

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
っ
た
こ
と
が
自

信
と
な
り
、「
人
が
倒
れ
て
い
た
ら
声
を
か
け

よ
う
」と
い
っ
た「
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
」と

す
る
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
し
た
。適
切
な
応

急
救
護
を
行
え
る
よ
う
に
、各
自
が
普
通
救

命
講
習
を
修
了
し
、今
で
は
16
人
の
メ
ン
バ

ー
が
修
了
証
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、訓
練
で
培
っ
た
知
識
や
技

術
の
向
上
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、学
ん
で
き

た
こ
と
を
町
会
全
体
に
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
子
育
て
中
の
人
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
防
災
分
野
に
関
心
を
持
ち
、活
動
を

開
始
し
た
の
は
平
成
18
年
に
葛
飾
区
防
災
会

議
の「
地
域
防
災
計
画
見
直
し
幹
事
会
」委
員

に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、防
災
講
座
の
開
催
や
区
内
の

防
災
設
備
の
見
学
、「
３
・
11
」以
降
は
か
つ

し
か
Ｆ
Ｍ
で
防
災
・
復
興
に
関
す
る
情
報
発

信
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
か
つ
し
か
女
性
会
議
で
開
催
し
た
学

習
会
は「
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」が
テ
ー
マ
。

具
体
的
な
自
助
・
共
助
の
備
え
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
を
目
的
に
、
自
然
災
害
の
種
類
や
葛
飾

区
が
抱
え
る
地
勢
上
の
リ
ス
ク
、
災
害
に
対
す

る
国
や
他
自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
、
防
災

を
考
え
る
上
で
必
要
な
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

　
か
つ
し
か
女
性
会
議
は
ど
ん
な
活
動
も
根

底
に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
置
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
防
災
・
復
興
対
策
に
つ
い

て
も
女
性
の
視
点
を
踏
ま
え
た
要
望
、意
見

を
出
し
合
い
、そ
の
声
を「
葛
飾
区
地
域
防
災

計
画
」に
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
か
つ
し
か
女
性
会
議
】女
性
が
ひ
と
り
の
人
間
と

し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を
願
い
、

男
女
平
等
社
会
実
現
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

女
性
の
声
を
地
域
防
災
計
画
に

『
今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？
』

９
月
14
日
に
学
習
会「
葛
飾
の
防
災
を
考
え
よ
う
！
」を
開
催

正
し
い
知
識
と
訓
練
が
自
信
と
意
欲
に

　
東
金
町
五
丁
目
大
下
町
会
の
女
性
20
人
に
よ
る
災
害
時
活
動
支
援
チ
ー
ム
Ｗ
Ｒ
Ｔ
大
下

お
お
し
も

「あわてなくても大丈夫！」
町会のイベントで消火器の
操作方法を説明

藤栄温子さん
葛飾区防災会議地域防災計画見直し
幹事会委員
かつしか女性会議メンバー

小倉悦子さん、森下美雪さん
WRT 大下
（Woman’s Rescue Team）リーダー

普段自分が心がけている自助・共助への取り
組みなど、活発に意見交換

女性
葛飾の
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この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

「好き」をカタチにする進路選択のススメ「好き」をカタチにする進路選択のススメ
『地域の安心・安全の一端を担う』

～東京でひとりの女性消防署長～
東京消防庁 金町消防署長　會 田 幸 子さん

Q 消防官を志したきっかけは何ですか？
A 大学の就職課で募集のポスターを見
て、デスクワークではない仕事をやっ
てみたいという軽い気持ちからです。
私が東京消防庁に入ったのは、女性
消防官が採用されてまだ六年目。「婦
人消防官」という名称で、女性の職
業として十分に知られている時期で
はありませんでした。当時は男女雇
用機会均等法がなく、消防学校での
教育も男女別、女性の仕事内容も予防
と広報の業務に限られていました。

Q ご自身が感じている消防官という仕事の魅力、やりがいについて教
えてください。

A 地域の安心・安全の一端を担える仕事であるということです。消防
署の仕事には、消防・救急の他に「予防」という仕事があります。私
は人が好きなので、建造物の検査や防災訓練や小学校の避難訓練な
どで、地域の皆さんと会話しながら直接的に安心・安全に関与でき
ることに魅力を感じます。

Q女性消防官が力を発揮したり、活躍することをどう思いますか？
A 現在の消防官は、男女ともに同じ教育を受け、職種の選択の幅も広
がり、「一消防人」としての働きが求められています。消防官を志す
女性は「この仕事がしたい」という目標が明確です。それは大変素
晴らしいことで、応援しています。しかし、女性は結婚や出産で状
況が大きく変わることがあり、その時の方向転換も視野に入れた働
き方を考えて欲しいです。消防官としての仕事はたくさんありま
す。可能性を一つに絞らず、その時与えられた業務でベストを尽く
すことが大事だと思います。

Q 今後女性が防災分野で活躍するにあたり、期待することは何ですか？
A 私自身が子育てを経験してきたからか、「安心・安全」への思いは女
性の方が強く、身近であるように思います。毎日の食生活や子育て、
地域でのお付き合いに対する女性ならではの感性や視点を、地域に
おける備えや災害対応などで発揮して欲しいと思います。

　　また、男性・女性に限らず、防災についての知識を持つこと、それ
を発信する能力を身につけていくことが求められていると思いま
す。身近な防災の備えについてさまざまな情報が発信されている中
で、「我が家では、我が町ではどんなものが必要なのか」ということ
をしっかりと精査して備えていただきたいです。

　子育てをしながら厳しい消防の仕事を続けることができた理由を伺
うと、真っ先に飛び出したのは支えてくれた先輩女性たちや応援してく
れた男性上司・先輩の存在と、その方たちへの感謝の気持ち。困った
ときに助け合える職場の人間関係の大きさについても熱く語ってくだ
さいました。

●同和問題はもうなくなったの？
　同和問題は少しずつ解決へと向かっています。しかし、
差別落書きやインターネットによる差別の書き込みなど、
同和問題に関する悪質な差別や人権侵害は依然として存在
しています。
　区では、「葛飾区基本構想」（平成2年）や「葛飾区人権施
策推進指針」（平成20年）に基づき、同和問題をはじめ、さ
まざまな人権課題に関する啓発事業などを行い、同和問題
の解決に努めています。

【
近
年
、葛
飾
区
で
発
生
し
た
主
な
差
別
事
象
】

●
差
別
落
書
き

　
平
成
13
年
か
ら
、区
内
各
地
で
29
件（
60
か
所
）も
の
差
別
落
書
き
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。最
近
で
は
、平
成
24
年
11
月
か
ら
５
か
月
の
間
、選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲

示
板
や
、そ
の
掲
示
板
に
張
ら
れ
た
立
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
、さ
ら
に
は
東
四
つ

木
の
避
難
橋
な
ど
に
、差
別
落
書
き
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
差
別
落
書
き
は
人
権
侵
害
そ
の
も
の
で
す
。差
別
落
書
き
が
長
時
間
放
置
さ
れ

多
く
の
人
が
目
に
す
る
こ
と
で
、差
別
を
助
長
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
区
は
、葛
飾
・
亀
有
両
警
察
署
に
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
依
頼
す
る
な
ど
、差

別
落
書
き
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
就
職
や
結
婚
に
関
わ
る
差
別
、差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査

　
企
業
が
就
職
希
望
者
に
対
し
、本
籍
地
や
家
族
の
職
業
な
ど
、本
人
の
仕
事
へ

の
適
性
や
能
力
に
関
係
の
な
い
こ
と
を
履
歴
書
に
書
か
せ
た
り
面
接
で
聞
い
た
り

す
る
と
い
う
例
が
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、同
和
地
区
の
出
身
と
い
う
理
由
で
、

採
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、自
分
の
交
際
相
手
が
同
和
地
区
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
場
合
、

結
婚
に
反
対
す
る
親
も
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、調
査
会
社
を
使
っ
て
、就
職
希
望
者
や
交
際
相
手
が
同
和
地
区
の
出

身
か
ど
う
か
を
調
べ
る
と
い
う
例
が
あ
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、司
法
書
士
や
行

政
書
士
な
ど
が
職
務
上
認
め
ら
れ
て
い
る
権
限
を
悪
用
し
、戸
籍
謄
本
や
住
民
票

を
不
正
に
取
得
し
、調
査
会
社
に
渡
し
て
い
ま
し
た
。過
去
に
葛
飾
区
で
も
、本
人

の
知
ら
な
い
間
に
戸
籍
謄
本
な
ど
が
不
正
に
取
得
さ
れ
る
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

　
区
は
こ
う
し
た
事
件
に
対
し
、早
い
段
階
か
ら
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
５
月
に
、他
人
の
戸
籍
謄
本
な
ど
を
不
正
に
取
得
し
た
事
実
が
明
ら
か

に
な
っ
た
場
合
、被
害
者
に
対
し
、不
正
取
得
さ
れ
た
事
実
を
告
知
す
る
制
度
を

始
め
ま
し
た
。こ
の
制
度
に
よ
り
、平
成
20
年
に
４
件
、平
成
24
年
に
５
件
、不
正

取
得
さ
れ
た
本
人
へ
事
実
の
告
知
を
行
い
ま
し
た
。

★
今
か
ら
取
り
組
も
う

　
同
和
問
題
は
現
在
で
も
存
在
し
て
い
ま
す
。前
述
し
た
差
別
事
象
は
ほ
ん
の

一
例
で
す
。い
ず
れ
の
差
別
事
象
も
、差
別
を
受
け
る
人
に
深
い
傷
を
残
す
だ

け
で
は
な
く
、平
穏
な
生
活
そ
の
も
の
を
お
び
や
か
し
ま
す
。

　
誰
も
が
生
き
て
い
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
、そ
れ
が「
人
権
」で
す
。

ま
ず
は
、差
別
さ
れ
る
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
同
和
問
題
を
正
し
く

理
解
し
、差
別
に
つ
い
て
知
る
と
と
も
に
、差
別
を
し
た
り
見
逃
し
た
り
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、意
識
を
し
な
が
ら
行
動
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●同和問題（部落問題）、同和地区（被差別部落）ってなに？
　封建時代の身分制度や歴史的、社会的に形成された人々の意識に起因する差別が、
現在もさまざまなかたちで現れている重大な人権問題を同和問題（部落問題）といいます。
　日本の歴史で、生活用品に必要な皮革（動物の生の皮を薬品などで処理したもの）を
作ったり地域の警備を行ったりするなど、当時の生活に欠かせない役目を専門に担って
いる人々がいました。
　しかし、それらの人々は住む場所・仕事・結婚・交際など、生活において差別的な処遇
を受けてきました。それらの人々が住まわされたところを同和地区（被差別部落）といい
ます。

「ある人と知り合い、恋愛をしました。そのうちに、その人と結婚をしたいと考えるようになったとき、
相手の家族から反対されました。その理由が、自分の生まれにかかわることだった」としたら・・・

　人は、親を選ぶことも、生まれる場所を決めることも、自分ではできません。にもかかわらず、
生まれが同和地区（被差別部落）だったり同和地区と関係があったりするということで、現在でも
不合理な差別を受けている人がいるのです。

あなたはどう思いますか？あなたはどう思いますか？

ひ　　さ　べつ　ぶ　らく

ひ　かく
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